
 

 

 

 

 

■ 平成２３年度の取り組み方針（案）について 

 

≪今年度の取り組みを振り返って≫ 

・『「めざす成果」の達成に向けた進行管理シート』の作成にあたり、施策単

位での考察について記載するところまで精度があがらず、事務事業単位で

の評価の積み上げになっているものが多くあった。 

・また、進行管理シートの記載が、進捗状況を数字で表現するなどわかり易

いものとなっておらず、建設的な審議会での議論に結び付けられなかった。 

・審議会においても、施策を検討する前提とした各事務事業に関する質疑に

多くの時間をかける結果となり、総括的な施策に対する審議を行うことが

難しかった。 

 

 

≪取り組みの視点≫ 

次年度では 

・進行管理シートの作成に際し、市の取組状況、課題、今後の施策展開の考え

方が、よりわかり易く具体的な記載となるよう、所管課との調整に努める。 

・また、審議会の開催回数を７回に増やし、ひとつの「めざす成果」の審議に

かける時間を拡大する。 

・具体的な審議内容としては、基本目標３、基本目標４及び基本目標５に係る

施策について審議し、提言を行う。 

 

≪実施スケジュール案≫ 

・Ｈ２３．５  「施策への提言（基本目標３）」の検討 

・Ｈ２３．７  「施策への提言（基本目標３）」の作成 

・Ｈ２３．８  「施策への提言（基本目標４）」の検討 

・Ｈ２３．９  「施策への提言（基本目標４）」の作成 

・Ｈ２３．１０ 「施策への提言（基本目標５）」の検討 

・Ｈ２３．１１ 「施策への提言（基本目標５）」の作成及び市長への提言 

・H２４．１  進行管理手法の検証と次年度に向けた修正点の検討及び施策評価手法

について 

 

 

平成２３年度以降の取り組みについて 

資料１ 

≪今年度の取り組みを振り返って≫ 



 

 

 

 

■ 平成２４年度以降の主な取り組みについて 

 

１．平成２４年度における施策の進行管理について 

総合計画に掲げる４６の「めざす成果」の進行管理として、基本目標６及び

基本目標７に係る施策並びに行政経営に係る方針について、市の取組状況、課

題、今後の施策展開の考え方を踏まえ、提言を行う。 

≪審議会委員の改選≫ 

２．平成２４年度における施策評価について 

・４６の「めざす成果」を対象として、施策の達成状況の評価を行う。 

   ・施策評価は、市の内部評価に加え、総合計画審議会による外部評価によって

行う。 

・施策評価の評価結果を第１期基本計画の残りの期間の進行管理に活用する。 

 

３．平成２４、２５年度における第２期基本計画の策定審議について 

   ・平成２４年度の施策評価の結果を受け、第２期基本計画の５年間（計画期間：

Ｈ２６～Ｈ３０）の施策展開の方向性について検討する 

 

  各年度の取り組み内容 

平成２１年度 総合計画の進行管理手法及び施策評価のあり方の検討 

平成２２年度 Ｈ２１年度までの進行状況の確認と「施策への提言」の作成（基本目標１、２） 

平成２３年度 
Ｈ２２年度までの進行状況の確認と「施策への提言」の作成（基本目標３～５） 
市民意識調査の実施 

平成２４年度 

Ｈ２３年度までの進行状況の確認と「施策への提言」の作成 
（基本目標６、７及び方針） 

Ｈ２１～Ｈ２３年度までの３年間における施策進行管理について（＝施策評価） 
第２期基本計画の策定審議 

平成２５年度 
第２期基本計画の策定審議  （進行状況の確認と「施策への提言」の作成） 
市民意識調査の実施 

平成２６年度 第１期基本計画の総括    （進行状況の確認と「施策への提言」の作成） 

 


